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2はじめに

◼ 電力系統を安定的に運用するためには、調整力は必要不可欠であり、現状、主に火力発電がその機能の大部分
を担っている一方、足元の需給調整市場において、応札不足（調達不足）が続いているところ。

◼ また、第56回電力・ガス基本政策小委員会（2022年11月24日）において、今後、変動再エネが拡大する中で、
必要な調整力・慣性力を計画的に確保していくことが重要であり、様々な技術活用かつ競争を促しながら、調整力
の脱炭素化（脱炭素型の調整力への転換）を進めていくことが必要とされている。

◼ この点、第72回制度検討作業部会（2022年11月30日）にて、本来調整力として活躍することが期待される
電源である揚水・蓄電池については、長期脱炭素電源オークション（脱炭素電源への新規投資を対象とした入札
制度）において調整機能の具備を求めることが提案された。

◼ そのため、今回、長期脱炭素電源オークションにおいて、揚水・蓄電池に求めるべき具体的な調整機能について検討
したため、その内容についてご議論いただきたい。



3（参考）脱炭素型の調整力の導入

出所）第56回 電力・ガス基本政策小委員会（2022年11月24日）資料4-2をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf


4（参考）長期脱炭素電源オークション

出所）第72回 制度検討作業部会（2022年11月30日）資料6をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf


5（参考）長期脱炭素電源オークションにおける調整機能具備

◼ 長期脱炭素電源オークションにおいて、揚水・蓄電池について調整機能具備を求めることとしてはどうかと提案された。

出所）第72回 制度検討作業部会（2022年11月30日）資料6をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf
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8今回の揚水・蓄電池の調整機能具備の建付けについて

◼ 前述の通り、今後、変動再エネが拡大する中で、調整力の脱炭素化（脱炭素型の調整力への転換）を進めていく
ことが必要とされているなか、調整力として活躍することが期待される脱炭素型電源である揚水・蓄電池については、
本来的にはグリッドコードとして、新規連系を対象に求めるべきスペックを具備させることが重要と考えられる。

◼ 一方、グリッドコードについては今後、蓄電池に関し検討することになっているものの、設備数の多い需要側の蓄電池
も対象になる等の理由により、その策定には相当程度時間を要すると考えられる。

◼ この点、第72回制度検討作業部会において、脱炭素電源の新規投資を促進する枠組みのもと、長期脱炭素電源
オークションにおける参加要件とする（揚水・蓄電池については調整機能の具備を求める）ことが提案された経緯を
踏まえると、今回の長期脱炭素電源オークションにおける参加要件化は、あくまでも対象がオークション参加電源に
限定されることから、上述の本来的な姿に至るまでの暫定的かつ即応的な対応といった建付けになると考えられる。



9（参考）蓄電池のグリッドコード検討会での取扱い

出所）第12回グリッドコード検討会（2023年2月27日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/gridcode_12_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/gridcode_12_haifu.html


10揚水・蓄電池に具備する調整機能の考え方について

◼ また、揚水・蓄電池に具備する調整機能の整理にあたっては、以下のような考え方（進め方）とした。

◼ 調整力には、BG計画値と実績値の差分を補給するもの、時々刻々と変化する需要と供給の差分を調整するものが
あり、これらは、系統全体として必要なものである。そのため、電源の種別によって具備すべき調整力を分けることは、
結果的に必要となる調整力が増えたり、周波数安定性に影響を与えることも考えられ、合理的ではない。他方で、
電源種別毎に応動特性が異なることもあり、こうした応動特性が調整力に適合しているかは重要な観点である。

◼ そのため、まずは既存のルール、具体的には需給調整市場およびグリッドコードにおける要件において、どういった調整
機能が求められているかを確認したうえで、それらのルールを揚水・蓄電池に適用するにあたって、留意すべき事項が
あるかどうか（既存の電源が満たせるレベルかどうか等）を確認することとする。

◼ また、長期脱炭素電源オークションは発電・供給時にCO2を排出しない電源（脱炭素電源）を対象としているため、
今回、求める調整機能は発電側限定とする（そのため、以降は「揚水発電・蓄電池」と記載を明確化する）。



11（参考）長期脱炭素電源オークションにおける対象

出所）制度検討作業部会 第八次中間とりまとめ（2022年10月）
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/20221003_1.pdf

電力・ガス基本政策小委員会 制度検討作業部会 第八次中間とりまとめ

2．市場整備の方向性（各論）
2．1．電源投資の確保
（３）検討を深めるべき論点
① 対象
構築小委第三次中間とりまとめでは、本制度措置で対象とする「新規投資」の基本的考え方としては、「発電・供給時にCO2を排出
しない電源（脱炭素電源）への新規投資」とし、対象 の詳細については、引き続き検討すべきとされていた。
「発電・供給時にCO2を排出しない電源（以下「脱炭素電源」という。）への新規投資」とは、CO2の排出防止対策が講じられてい

ない火力発電所（石炭・LNG・石油）を除く、あらゆる発電所（一定の基準を満たすバイオマスや合成メタンなど、発電時にCO2を排
出するものの、発電前に温室効果ガスの削減に寄与する燃料を利用する電源を含む。）・蓄電池の新設案件やリプレース案件への新
規投資が想定される。

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/20221003_1.pdf


12

1. 揚水・蓄電池に具備する調整機能の考え方

2. 既存ルールにおける調整機能の要件

3. 既存の揚水発電・蓄電池の有する機能

4. 長期脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池の要件

5. まとめ

目次



13既存ルールにおける調整機能の要件について

◼ 現状、調整機能の具備を求めているルールとしては、需給調整市場における参加要件およびグリッドコードの要件が
存在する。

◼ 長期脱炭素電源オークションにおける参加要件が、暫定的かつ即応的な対応といった建付けであることを踏まえると、
こうした既存のルールに合わせた要件とすることは、必要な調整力の要件を満たしつつ、かつ、過剰なスペックを求めて
いないことになり、合理的であると考える。

◼ そのため、まずは需給調整市場における参加要件およびグリッドコードの要件について、確認を行った。



14需給調整市場における対象電源および要件について

◼ 需給調整市場における対象電源は、需給調整市場に参加を希望する高圧以上の電源が対象となっている。

◼ 言い換えると燃種（火力、水力など）や種別（発電、蓄電池、DR）の区別を設けておらず、また、最低入札量を
定めているものの、アグリゲーションによる参加を認めていることを踏まえると、実質的には設備容量に制限はない。

◼ また、需給調整市場における要件としては、商品要件と技術要件を定めている。

◼ 商品要件は、調整力が対応する需要誤差や時間内変動、再エネ変動誤差を細分化し、細分化した誤差に対応
するための指令方法や応動時間・継続時間を商品毎に定めており、技術要件は、商品特有の技術的事項として
計測器の誤差等を定めている。（p15,16参考）

項目 詳細

燃種・種別 市場参加を希望するすべての電源

連系電圧 高圧以上

設備容量 設定なし※

※最低入札量の設定はあるものの、アグリゲーションにより最低入札量を満たせば市場参加可能



15（参考）需給調整市場における商品要件

一次調整力 二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① 三次調整力②

英呼称
Frequency Containment

Reserve
(FCR)

Synchronized Frequency 
Restoration Reserve

(S-FRR)

Frequency Restoration
Reserve
(FRR)

Replacement
Reserve

(RR)

Replacement
Reserve-for FIT

(RR-FIT)

指令・制御
オフライン

（自端制御）
オンライン

（LFC信号）
オンライン

(EDC信号)
オンライン

(EDC信号)
オンライン

監視
オンライン

（一部オフラインも可※1）
オンライン オンライン オンライン オンライン

回線
専用線のみ

（オフライン監視の場合は不要）
専用線のみ 専用線 または

簡易指令システム※2

専用線 または
簡易指令システム

専用線 または
簡易指令システム

入札時間単位 3時間※3 3時間※3 3時間※3 3時間※3 3時間※4

応動時間 10秒以内 5分以内 5分以内 15分以内 45分以内※5

継続時間 5分以上 30分以上※3 30分以上※3 3時間※3 3時間※4

並列要否 必須 必須 任意 任意 任意

指令間隔
－（自端制御） 0.5～数十秒 専用線：数秒～数分

簡易指令システム※2：５分※6

専用線：数秒～数分
簡易指令システム：５分※6

30分

監視間隔
1～数秒※1 1～5秒程度 専用線：1～5秒程度

簡易指令システム※2：1分
専用線：1～5秒程度
簡易指令システム：1分

1～30分※7

供出可能量
(入札量上限)

10秒以内に出力変化可能な量
（機器性能上のGF幅を上限）

5分以内に出力変化可能な量
（機器性能上のLFC幅を上限）

5分以内に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

15分以内に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

45分以内※5に出力変化可能な量
(オンラインで調整可能な幅を上限)

最低入札量
5ＭＷ※8

（オフライン監視の場合は1MW）
5ＭＷ※8 専用線：5MW※8

簡易指令システム※2：1MW
専用線：5MW※8

簡易指令システム：1MW
専用線：5MW※8

簡易指令システム：1MW

刻み幅
（入札単位）

1kW 1kW 1kW 1kW 1kW

上げ下げ区分 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ

※1 事後に数値データを提供する必要有り。
※2 休止時間を反映した簡易指令システム向けの指令値を作成するための中給システム

改修の完了後に開始
※3 将来「30分」に変更予定。システム改修内容を踏まえ、変更時期は別途整理予定。
※4 2025年度より「30分」に変更予定。

※5 2025年度より「60分以内」に変更予定。
※6 広域需給調整システムの計算周期となるため当面は15分。
※7 30分を最大として、事業者が収集している周期と合わせることも許容。
※8 将来「1MW」に変更予定。システム改修内容を踏まえ、変更時期は途整理予定。



16（参考）需給調整市場における技術要件

一次調整力 二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① 三次調整力②

周波数計測
間隔

0.1秒以下

（設定なし）

（設定なし）

周波数計測
誤差

±0.02Hz以下

不感帯 ±0.01Hz以下

調定率 5%以下

遅れ時間 2秒以内
新設：30秒以内
既設：120秒以内



17グリッドコードにおける対象電源および要件について

◼ グリッドコードにおいては、個別要件ごとに対象となる電源が異なっており、調整機能に関する要件は、「発電設備の
制御応答性」として定められており、この要件の対象電源は特別高圧の火力発電（100MW以上）となっている。
なお、現行のグリッドコードは、2030年度エネルギーミックスの実現に向けた短期的に必要となる要件を定めており、
今後、中長期的に必要となる要件は今後、検討される予定となっている。

◼ 発電設備の制御応答性としては、GF・LFC・EDC機能を要件としており、これは、需給調整市場のすべての商品の
機能に対応している。

◼ また、火力発電のみに求められているグリッドコードとしては、発電設備の制御応答性以外に「周波数変動時の発電
出力一定維持・低下限度」・「発電設備早期再並列」等がある。（p20,21参考）

項目 詳細

燃種・種別 火力発電

連系電圧 特別高圧

設備容量 100MW以上



18（参考）グリッドコードにおける要件（系統連系技術要件）

出所）第10回グリッドコード検討会（2022年6月1日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/gridcode_10_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/gridcode_10_haifu.html


19（参考）グリッドコードにおける要件一覧

TSOからの調整に係る機能

※風力、太陽光、蓄電池は
周波数変化の抑制対策
のみ設定されている

出所）第8回グリッドコード検討会（2021年12月17日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_08_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_08_haifu.html


20（参考）火力発電に求める制御応答性以外のグリッドコード
（周波数変動時の発電出力一定維持・低下限度）

◼ 電源脱落事故等をきっかけとして系統周波数が低下した際、GT及びGTCCは系統周波数低下時、コンプレッサー
能力の低下に伴い発電機出力が低下すると、カスケード的（連鎖的）に周波数低下し、最悪の場合ブラックアウト
に至るおそれがあることから、発電出力一定維持・低下限度についてグリッドコードにて規定している。

◼ なお、揚水発電（水力）や蓄電池（PCS電源）は、火力発電とは異なり、コンプレッサー等がなく、影響が小さい
ことから、本要件は長期脱炭素電源オークションへの要件化は不要と考えられる。

出所）第6回グリッドコード検討会（2021年6月30日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_06_haifu.html


21（参考）火力発電に求める制御応答性以外のグリッドコード
（発電設備早期再並列）

◼ 送電線ルート事故等により発電所が停電すると起動に時間を要し、需給への影響が大きいため、連系する系統の
停電を検出し発電設備のみで所内単独運転（自立運転）する機能をグリッドコードにて規定している。

◼ なお、揚水発電（水力）や蓄電池（PCS電源）は、火力発電と異なり、起動に補助蒸気等を必要としないため、
早期再並列が可能であることから、本要件は長期脱炭素電源オークションへの要件化は不要と考えられる。

出所）第5回グリッドコード検討会（2021年4月21日）資料8をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2021/gridcode_05_haifu.html


22揚水発電・蓄電池の参照すべき要件について

◼ 需給調整市場とグリッドコードの対象となる電源を比較すると以下のとおりとなる。

◼ 需給調整市場においては、安定供給のため、活用可能な電源（または市場参加を希望する電源）を幅広に対象
としている一方で、グリッドコードにおいては、事業者への負担も考慮して、まずは最小限の電源を対象としている。
（今後、高圧以下等も検討予定）

◼ また、需給調整市場の要件を基準にグリッドコード（GT及びGTCC）の要件を比較すると次頁（p23）のとおりと
なり、需給調整市場の要件の方がより詳細に規定されていると考えられる。

◼ この点、需給調整市場は市場参加を希望する電源が満たすべき要件を定めている一方で、グリッドコードは最低限
の要件を定めているためと考えられ、こうしたなか、揚水発電・蓄電池に対してグリッドコード（火力発電）以上の
調整機能を求めることは電源間の平仄という観点で合理性を欠くことから、長期脱炭素電源オークションにおける
揚水発電・蓄電池に求める要件として、まずはグリッドコード（火力発電）を参照することが適当と考えられる。

項目 需給調整市場 グリッドコード

燃種・種別 市場参加のすべての電源 火力発電

連系電圧 高圧以上 特別高圧

設備容量 設定なし 100MW以上



23（参考）需給調整市場とグリッドコードの要件比較

一次調整力 二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① グリッドコード

指令・制御
オフライン

（自端制御）
オンライン

（LFC信号）
オンライン

(EDC信号)
オンライン

(EDC信号)
信号に準ずる

監視
オンライン

（一部オフラインも可）
オンライン オンライン オンライン 規定なし

回線
専用線のみ

（オフライン監視の場合は不要）
専用線のみ 専用線 または

簡易指令システム
専用線 または
簡易指令システム

規定なし

応動時間 10秒以内 5分以内 5分以内 15分以内
GF：10秒以内
その他規定なし

継続時間 5分以上 30分以上 30分以上 3時間 規定なし

並列要否 必須 必須 任意 任意 規定なし

指令間隔
－（自端制御） 0.5～数十秒 専用線：数秒～数分

簡易指令システム：５分
専用線：数秒～数分

簡易指令システム：５分
信号に準ずる

監視間隔
1～数秒 1～5秒程度 専用線：1～5秒程度

簡易指令システム：1分
専用線：1～5秒程度
簡易指令システム：1分

規定なし

周波数計測
間隔

0.1秒以下

（設定なし）

（設定なし）

規定なし

規定なし周波数計測
誤差

±0.02Hz以下

±0.01Hz以下不感帯 ±0.01Hz以下

調定率 5%以下 5%以下

遅れ時間 2秒以内
新設：30秒以内
既設：120秒以内

GF ：2秒以内
LFC：20秒以内
EDC：20秒以内

◼ 需給調整市場の要件を基準にグリッドコード（GT及びGTCC）の要件を比較すると以下のとおりであり、赤字箇所
が重複部分となる。

※グリッドコードにおいては、上記以外に変化幅や変化速度等の規定がある
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25既存の揚水発電・蓄電池について

◼ 前述のとおり、揚水発電・蓄電池に求める要件は、グリッドコード（火力発電）を参照することが適当と考えられる。

◼ 他方で、グリッドコードの要件はあくまでも火力発電に求めている要件であることから、揚水発電・蓄電池が設備的
特性により、当該要件を満たせないことも考えられる。

◼ そのため、まずは既存の揚水発電・蓄電池※の有する調整機能等について確認を行った。

※一送保有の系統用蓄電池



26既存の揚水発電・蓄電池が有する機能について

◼ 揚水発電においては基本的にすべての機能を有する電源がほとんどであったが、一部、LFC機能を有していなかった。

◼ 蓄電池においては、揚水発電とは異なり、GF機能を有していない電源※があったものの、他方で全ての機能を有する
電源もある状況であった。

◼ また、揚水発電・蓄電池ともに、調整機能を活用するための制御回線については、全て専用線であった。

◼ 連系電圧については、揚水発電、蓄電池ともにすべて特別高圧であり、設備容量については、揚水発電においては、
大半の電源が100MW以上であった一方、蓄電池においては大半が50MW未満10MW以上であった。

機能 揚水発電 蓄電池

GF 有： 114/114 有： 3/5

無： 0/114 無： 2/5

LFC 有： 107/114 有： 5/5

無： 7/114 無： 0/5

EDC 有： 114/114 有： 5/5

無： 0/114 無： 0/5

連系電圧 揚水発電 蓄電池

特別高圧 114/114 5/5

高圧 0/114 0/5

低圧 0/114 0/5

設備容量 揚水発電 蓄電池

100MW以上 96/114 0/5

100MW未満
50MW以上

14/114 1/5

50MW未満
10MW以上

4/114 4/5

【調整機能の有無】 【連系電圧】

【設備容量】

【制御回線】

種類 揚水発電 蓄電池

専用線 114/114 5/5

簡易指令システム 0/114 0/5

※実証事業により設置した蓄電池のため、検証対象外であったGF機能は具備していないもの
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28長期脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池の要件について

◼ 前述のとおり、既存電源において、一部機能を有していない電源があるものの、全ての機能を有している電源がある
ことから、設備的に機能を有することができないわけではないと考えられる。

◼ そのため、今後、揚水発電・蓄電池を脱炭素型調整力として活用することを目指していくことを考えると、グリッドコード
と同様に全ての機能（GF・LFC・EDC）を長期脱炭素電源オークションで求めることは合理的と考えられる。

◼ なお、火力グリッドコードにおいて、「GTまたはGTCC」と「その他火力」で要件が異なるものの、今後の新規連系火力
が概ね「GTまたはGTCC」となることから、「GTまたはGTCC」により高性能な要件を課している。そのため、揚水発電・
蓄電池を調整力として活用していくことを踏まえると、「GTまたはGTCC」の要件を参照する方が適当と考える。なお、
これは既存の揚水発電・蓄電池に対して、スペックダウンを許容するものではない。

◼ また、今回調査した全ての既存電源の連系電圧は特別高圧であることから、グリッドコード同様に、特別高圧連系※

に限定しても大きな問題はないと考えられる。

◼ 他方、設備容量としては、揚水発電の大半は100MW以上であるものの、一部は100MW未満のものも存在する。
また、蓄電池については、大半が50MW未満10MW以上となっている。グリッドコードの要件との整合性を踏まえると、
100MW以上とすべきところ、この場合、既存蓄電池はすべて対象外となり、また、新設蓄電池であっても、100MW
以上の連系は多くないと考えられる。そのため、蓄電池に対し100MW以上を対象とすることは、蓄電池に調整機能
を求めないことと同義であり、不適当と考えられる。

◼ 将来的に揚水発電・蓄電池を調整力として活用することを考えると、「揚水発電と蓄電池は基本、同じ電源として
扱うべきであること」、「可能な限り多くの電源に対して、要件化すべき」と考えられる。こういった点を踏まえると、長期
脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池の最低入札容量が10MW以上とされていることから、調整機能
を求める設備容量についても、10MW以上としてはどうか。

※ 2MW以上の大規模設備が対象



29（参考）長期脱炭素電源オークションにおける最低入札容量（蓄電池）

出所）制度検討作業部会 第八次中間とりまとめ（2022年10月）
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/20221003_1.pdf

電力・ガス基本政策小委員会 制度検討作業部会 第八次中間とりまとめ

2．市場整備の方向性（各論）
2．1．電源投資の確保
（３）検討を深めるべき論点
（【論点⑤】最低入札容量）
（中略）
具体的には、参考図9のとおり、全電源種で初期投資額が100億円を超える水準となることが想定される水準として、10万kWが一つ
の目安として挙げられる。また、2022年5月13日に成立した電気事業法の改正により、電源の休廃止の事前届出制が導入されること
となったが、需給上の影響が大きい10万kW以上の電源は、休廃止予定日の9か月前（10万kW未満の電源の場合は10日前）ま
でに届け出ることとされる方向である。こういった点を踏まえ、最低入札容量は、10万kW（送電端設備容量ベース。同一場所の発電
所における複数プラントで１つの入札を行うことで、合計で10万kWを超える場合も可）とすることとした。ただし、蓄電池についても最低
入札容量を10万kWとした場合、参考図10のとおり、直近の導入状況を踏まえれば、実質的に対象から除外されることとなる可能性が
ある。このため、蓄電池については、例外的に1万kW（送電端設備容量ベース、放電可能時間 3 時間以上）を最低入札容量とす
ることとした。

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/20221003_1.pdf


30（参考）長期脱炭素電源オークションにおける最低入札容量（揚水発電）

出所）第72回 制度検討作業部会（2022年11月30日）資料6をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_06_00.pdf


31その他の要件化すべき事項について

◼ 揚水発電・蓄電池に求める調整機能として、火力のグリッドコード（GTまたはGTCC）を参照することを基本とし、
特別高圧連系10MW以上の揚水発電・蓄電池に全ての調整機能（GF・LFC・EDC）を求めると整理した。

◼ この際、一般送配電事業者が調整機能を活用するにあたっては、制御回線の設置が必要であり、上記のとおり、
全ての調整機能（GF・LFC・EDC）を活用するためには、制御回線として、専用線の設置が必要である。

◼ そのため、揚水発電・蓄電池に対して、原則、専用線の設置を求めることとしてはどうか。ただし、比較的小容量機に
対して、マイクロ波無線方式（鉄塔新設）による専用線を設置することは相対的にコストが高くなり、合理的な設備
形成とは言えないことから、10MW以上100MW未満のうち、光ケーブル回線で施工できない設備については、簡易
指令システムも認めることとし、この場合においてLFC機能※は必須としない。

※ 簡易指令システムは性能制約によりLFCには適用不可
なお、GFは自端制御であること、EDCには制約がないことから、調整機能としてはGF・EDCを求める



32（参考）専用線・簡易指令システム

出所）取引ガイド（三次調整力①）（2022年4月1日）
https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide3rd1_220401.pdf

◼ 需給調整市場における制御回線としては、「専用線」および「簡易指令システム」の2種類がある。

◼ 専用線は、一般送は電事業者の中給システムと電源を直接接続する回線であり、伝送遅延が少なく、信頼性が
高いメリットがある一方、施設のための期間が長く、コストが高いデメリットがある。

◼ 簡易指令システムは、一般送配電事業者の中給システムと電源を汎用回線を介して接続する回線であり、施設の
ための期間が短く、コストが低いメリットがある一方、伝送遅延が多く、信頼性が低いデメリットがある。

https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide3rd1_220401.pdf


33（参考）専用線の通信方式

出所）第26回 需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

◼ また、専用線には「マイクロ波無線方式」と「光ケーブル回線」の2種類がある。

◼ マイクロ波無線方式は無線鉄塔による無線通信となっており、新設時には鉄塔建設などが必要となり、コストが非常
に高くなる。

◼ 光ケーブル回線は、光ケーブルによる有線通信となっており、光ケーブルの施設箇所により「鉄塔方式」「地中方式」
「電柱方式」に分けられる。光ケーブル回線は、そのコストがマイクロ波無線方式に比べ安価となっており、近年採用
された電柱方式は特に安価となっている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html


34（参考）簡易指令システムの適用可能な調整力

出所）第26回 需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

◼ 簡易指令システムの性能制約により、秒単位の間隔で指令・制御ができないことから、適用可能な商品は二次②
から三次②（EDC）までとなっている（二次①は適用不可）。

◼ なお、専用線は全商品（一次から三次②）に対して、適用可能となっている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html
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36まとめ

◼ 今回、グリッドコード（GTまたはGTCC）を参照することに加えて、既存電源のスペックを確認した上で、長期脱炭素
電源オークションにおいて、揚水発電・蓄電池に求める機能を以下のとおり、整理した。

◼ 今後、長期脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池に対して、以下の機能を要件化（規定）するよう
進めていくこととしてはどうか。

揚水発電・蓄電池 （参考）グリッドコードにおける火力の制御応答性

連系電圧 特別高圧 特別高圧

設備容量 10MW以上 100MW以上

調整機能 GF・LFC・EDC GF・LFC・EDC

応動時間 GF:10秒以内 GF:10秒以内

不感帯 GF：±0.01Hz以下 GF：±0.01Hz以下

調定率 GF：5%以下 5%以下

遅れ時間
GF：2秒以内

LFC：20秒以内
EDC：20秒以内

GF：2秒以内（GT/GTCC）
LFC：20秒以内（GT/GTCC）
EDC：20秒以内（GT/GTCC）

【長期脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池に求める調整機能】

【長期脱炭素電源オークションにおける揚水発電・蓄電池に求める制御回線】
原則、専用線

（光ケーブル回線で施工できない10MW以上100MW未満の設備は、簡易指令システムも認め、この場合、LFC機能は必須としない）

※赤字はグリッドコードを参照しない項目
上記の表にない項目については、グリッドコード（GTまたはGTCC）の要件を参照


